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11月になり、聖フィリピン・デュシェーンの祝日が近づき

ます。渡米２００年の今年、祝日への思いもひとしおです。

聖フィリピンが先住民ポトワトミ族に出会った時の様子は、

ムーニーの伝記*によるととても感動的です。７００人もの人

が集まって歓迎したとあります。フィリピンは先住民にイエ

スのみこころを伝えたいと長年切望し、チャンスがやっと巡

って来たときには、すでに７０歳を超えていました。先住民

たちは１８３０年以降、政府の方針により移住を強いられ、

フィリピンの出会ったポトワトミ族も「死の旅路」と言われ

る１８３８年秋の２ヶ月間の苦しい旅のはてに、やっとシュ

ガークリークで定住生活を始めていました。多くの人はその

ような厳しい状況にフィリピンが行くのは無理と考えました。

しかし、フィリピンの思いを理解したイエズス会の司祭が強く勧め、シスターたちを説得してく

れたのです。実際、何も特別なことはできませんでしたが、その存在は価値あるものでした。

フィリピンは子ども時代から自分の考えをはっきり持っていました。喜んで自分のお小遣いを

人のために使い、華やかな場よりも人に奉仕することを好んでいたようです。修道院入会のとき

は、両親の反対を押し切って信念を貫きました。革命下の困難な状況でも、自分の考えに従って

困っている人々を助け続けました。聖心会員になってからもアメリカ宣教の夢を聖マグダレナ・

ソフィアに願い続けました。そして、やっと実現のときを迎えたのです。

もしお子さんが何か親の期待と異なる自分の考えを持っているとわかったら･･･？現代の私た

ちはフィリピンの行動の結果を知っていますが、当時の人々は賛成しかねると感じていました。わが

ままな自己主張と区別しながら、子どもの思いをどのように育てるかとフィリピンから問われます。

そして、現代の世界にフィリピンが生きていたら、どこの誰に会いにいこうとするでしょうか。

紛争地で難民になっている人々、貧困状態にある人、色々な理由から差別されている人、私たち

の日常の安心・安全な生活の圏外に住む人々のところへとフィリピンは出向いていくでしょう。

そして、私たちの普通の生活の中にも存在する異なる考え方の人、多様な生き方の人々へと眼差

しを向けるでしょう。普通、みんな、当然、そういうもの･･･、私たちは現状維持へのたくさん

の理由を持っています。しかし、フィリピンは静かに忍耐強い祈りを続けながら、本当にイエス

を必要としている人は誰だと思いますかと私たちに問いかけています。今年の祝日にはお祝いの

気持ちで楽しく過ごしながら、本当に大事なことは見えていますかというフィリピンからの問いに

子どもたちと共に応えていきたいと思います。

*C.ムーニー 山口晶子訳「フィリピン・デュシェーン」聖心会 2000年
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１８１８年、聖フィリピン・デュシェーンがフランスからアメリカ大陸に

渡り、聖心を創立しました。今年は、それから２００年のお祝いの年です。

聖フィリピンは小さいときに、お金がなくて困っている人を見ると、自

分のおこづかいをみな、あげてしまったそうです。そんな時、お母さまが、

「あなたが好きな物を買うためにあげたお金ですよ。」

というと、聖フィリピンは、

「わたくしは人を喜ばせることをするのが、一番うれしいです。」

と答えたそうです。

今の子どもなら、お金をもらったら好きな物を買ったり、お誕生日やク

リスマスが近づけば素敵なプレゼントをお願いしたりして、好きな物やほ

しい物をを手に入れることでしょう。聖フィリピンも、本や文房具など何

かほしい物があったかもしれません。

しかし、自分が好きな物を買うより、まわりの人を喜ばせることや他者へ自分の物を差し出すこ

とを選びました。ここに聖フィリピンの人柄を感じます。聖フィリピンはほしい物を我慢したとい

うより、まわりの人々への優しさや尽くすことを大切になさったのではないでしょうか。

今年は、国内で地震、大雨や強風など自然災害が多い年でした。海外では、インドネシアやハイ

チなど、聖心とつながりが深い国でも大きな地震がありました。困っている地域や人々に向けて、

私たちのまわりにいる人々に向けて、何ができるかすすんで考えて、惜しみない心で力を差し出し

ていくことが、聖フィリピンのお心に応えることになるのだと思っています。初等科の子どもたち

一人ひとりが優しさや人に尽くすことを発揮して、「光の子」としてまわりを明るく照らし出すこと

を期待しております。

11月の行事予定11月の行事予定11月の行事予定11月の行事予定

１日（木) 初等科入試、家庭学習日 １６日（金) ２年自然教育園見学

２日（金) 家庭学習日 １７日（土) ５年転入･編入･帰国生学校説明会

３日（土) 文化の日 ２１日（水） 金曜時間割

５日（月) １年･転入･編入生保護者会 聖心会創立記念日

９日（金) ４年社会科見学 ４年音楽交流授業(6限)

１３日（火) 放送もゆる久我山青光学園訪問 ２２日（木) ６年まとめのテスト

１４日（水） 聖フィリピン･デュシェーン ２３日（金) 勤労感謝の日

祝日行事 ２６日（月) ６年中等科進学説明会(親子）

４限 １～１２年お祈り会 ２９日（木） ＣＷ練習①

午後 各ステージ講演会 新１年保護者会

３０日（金) 一日学校参観日


